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令和５年度事業計画書 

 

基本方針 当財団は、公益法人としてつくば市の文化向上及び福祉の発展を目指して、地域

の文化・芸術の振興に資する諸事業をハード、ソフト両面から行い、地域社会の発

展及び健康で豊かな市民生活の形成に寄与することを目的とする。 

 

【公益目的事業】 

１．文化芸術振

興事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指定管理者として管理運営するノバホール及びつくばカピオを主会場に、音楽・

演劇等の文化芸術公演や美術展等を、つくば市との共同主催により実施する。令和

5 年度の事業計画では、アフターコロナを見据え、「つくばで第九」、「夏休みアー

トデイ・キャンプ」など従来からの市民参加型事業をはじめ、幅広い世代を対象に

バランスのとれた各種事業を行っていく。ノバホールは本年度開館 40 周年を迎え

ることから、中学・高校生向けの参加型企画（吹奏楽）を記念事業として予定し、

子どもたちにとってノバホールがより身近に感じられる、親しみあるホールづく

りを目指していく。 

また、集客面では、コロナ前の水準まである程度時間がかかると考えられること

から、費用負担の少ない共催公演事業を増やすと共に、積極的に助成金等を活用

し、多彩な企画の提供、安定した事業運営を図っていく。 

 なお、アマチュア団体等への文化芸術活動支援については、引き続き特定寄付金

等をいかし、積極的に支援事業をすすめていく。 

※詳細は別表「令和 5 年度つくば市文化芸術振興事業計画一覧」参照 

 

 

（１）つくば国際音楽祭事業 

海外アーティストの招へいについては、依然として不確定要素が多く、昨年度に

引き続き、令和 5 年度も実施しない。 

 

 

（２）つくば市文化芸術振興事業（公演鑑賞型） 

 ノバホール、つくばカピオの特性を活かした音楽･芸能等の公演を行う。幅広い

ジャンル、客層に対応するため、他団体との共催(9 事業)を積極的に取り入れ、計

11 事業を実施する。 

《計画する事業》 

 クラシック     5 事業    

 ポピュラー     5 事業    

舞踊        1 事業    

合計       11 事業  （令和 4 年度 14 事業） 
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（３）つくば市文化芸術振興事業（市民参加・体験型） 

広く市民を対象に、文化芸術へのより一層の理解や、積極的に実践していくきっ

かけづくりを目的として、市民参加・体験型事業を実施する。 

多くの市民が合唱団に参加する「つくばで第九」をはじめ、ポピュラー音楽を

様々な視点で紹介する連続音楽講座、さらに中高生を対象にした、吹奏楽ワークシ

ョップ・クリニックなどを予定する。 

《計画する事業》 

 市民参加・体験型 3 事業（令和 4 年度 5 事業） 

 

 

（４）つくば市文化芸術振興事業（美術） 

 子どもを対象に、絵画制作をとおして、美術への親しみ、理解、技術の向上を目

的に事業を行う。 

《計画する事業》 

 美術 1 事業（令和 4 年度 1 事業） 

夏休みアートデイ・キャンプ 

筑波大学との連携のもと、小中高生を対象に写生会を開催し、後日、作品の表

彰、展示（つくば美術館）を行う。絵画指導や専門教官による審査等、大学の全

面協力を得る中、本年 15 回目の開催となる。 

 

 

（５）文化芸術活動支援事業 

 当財団への寄付金を財源として、市内で積極的に活動する文化芸術団体やサー

クル等に対し、財政的支援、助言等を行う。 
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２．ノバホール

管理運営

事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）施設の概要 

施設名  ノバホール 

所在地 つくば市吾妻 1 丁目-10-1 

構造・規模 鉄筋コンクリート造 地上 3 階地下 1 階 

敷地・延べ床面積 5,138 ㎡ 

開館日 1983 年 6 月 

 

（２）管理運営上の方針について 

ノバホールの管理運営については、「地域の芸術文化の振興と住民福祉の増進を

図り、もって文化水準の向上に寄与する」という設置目的に基づき遂行するもの

で、公の施設として市民に対して、公平・公正な利用機会を確保し、指定管理業務

を適正に運用していくことを基本とする。 

施設の管理にあたっては、各種法令、条例等に基づくコンプライアンスの徹底は

もとより、市民の安全・安心な利用を図るため、日常的、定期的な施設点検等を厳

正に実施する。あわせて、施設や設備の老朽化、自然災害等による破損、不具合等

の未然防止につとめるとともに、これらの修繕や改修工事等については、つくば市

との緊密な連携のもと進めていく。 

また、質の高いサービスを提供していくため、‟お客様の声”に十分耳を傾けな

がら、利便性の向上につながるサービスを、職員一人ひとりが積極的に取り組むこ

とで、さらなる満足度、利用率の向上につなげていく。令和 5 年度は小ホールのリ

ニューアルオープンを予定しており，新施設の的確な管理運営と市民への周知を

積極的に行い，新たなノバホールの魅力を発信していく。 

なお、アフターコロナにおける施設運営にあたっては、つくば市の施設利用ガイ

ドライン等に基づく感染防止対策を引き続き徹底し，安全・安心な利用環境の提供

につとめる。あわせて、起こりうる危機やそれに伴うリスクを徹底的に想定しなが

ら、危機管理体制をより強化していく。 

 

（３）安全・安心面での取り組み 

取り組み方針 達成指標 

①点検の取組み 

未然防止策を講じることにより事

故等のリスク軽減を図る。 

 

 

 

 

 

 

〇法定点検及び検査、報告等を実施する。 

〇巡視点検（1 日 4 回） 

施設の巡回を行い、火気及び消防設備

動作障害、不審者及び不審物の早期発

見に努める。 

〇設備点検（毎日） 

機械設備の監視を行い、機械設備の不

具合を早期に発見するとともに機能保

全に努める。 
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②緊急時の対応 

火災や自然災害、事故等に備えた

運営体制の強化を図る。 

 

 

 

 

③人材育成や職員の研修等の取組み 

施設の管理運営を適正に行うた

め、職員のさらなる能力・資質の

向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

④新型コロナウィルス感染予防対策

の実施 

 

〇建物点検(毎月 1 回) 

施設の巡回を行い、ドアや階段手すり

等の現状確認をする。 

 

 

〇事前打合せ（随時） 

必要事項の確認、指導を行い、利用者

と協力して安全管理を実施する。 

〇消防計画に基づき自衛消防隊を組織

し、防火防災訓練を年 2 回実施する。 

 

 

〇設備取扱研修を 1 回実施する。 

〇公立文化施設協議会の研修を年 2 から

3 回参加する。 

〇定期研修として応急救命法や接遇、防

犯等の研修を年 1 回実施する。 

〇定例会議として毎月 1 回実施し職員の

対応を統一させ、催事情報を共有し円

滑な運営を図る。 

 

 

〇施設入館時の検温実施及び、マスク着

用の徹底をする。 

〇施設内各箇所に手指用消毒液の設置を

する。 

〇光触媒コーティング未施工箇所・備品

について，利用後の消毒を適宜実施す

る。 

〇感染防止対策や利用ガイドライン等施

設情報をホームページで逐次提供す

る。 
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（４）サービス向上面での取り組み 

取り組み方針 達成指標 

①利用者アンケートの実施 

施設を快適に利用していただくた

めに、利用者に対して以下の設問

を用意し、内容を分析し、今後の

管理運営上の参考としていく。 

・施設の管理は行き届いているか。 

・施設は利用しやすいか。 

・職員の対応はどうか。 

「満足・やや満足・ふつう・やや不

満・不満」 

・その他のご意見や要望など 

 

 

②情報発信事業 

施設の情報を迅速、見やすく発信

することで、利便性を高め施設の

活性化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③総合的にサービス向上を図り、利

用者及び利用率の拡大に努める。 

 

〇施設管理について満足度(満足・やや満

足を合わせて)前年度以上を目標とす

る。 

〇施設の利用しやすさ満足度(満足・やや

満足を合わせて)95％以上を目標とする。 

〇職員の対応：満足度(満足・やや満足を

合わせて)前年度以上を目標とする。 

〇意見・要望の掌握し、出来るものから

速やかに対応をする。 

 

 

 

 

〇財団広報誌に施設案内やイベント情報

を掲載。 

〇財団ホームページに施設情報として、

催事案内、チケット販売情報、施設予

約状況等を掲載し、常に最新情報を提

供する。 

〇つくばセンター地区活性化協議会及び

筑波研究学園都市交流協議会の会員と

して、イベント等に参加し、地域活性

化とともに館の PR を行う。 

 

 

〇利便性向上のための各種サービスを実

施。 

・各種チケットの受託販売 

・施設利用者向けコピー・ＦＡＸサー

ビス 

・附属設備以外の備品の貸出。（電子ピ

アノ・案内用スタンド） 

〇施設理解、親近感醸成のため、小ホー

ルリニューアルコンサート等の自主事

業を実施する。 
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３．つくばカピ

オ管理運

営事業 

 

（１）施設の概要 

施設名 つくばカピオ 

所在地 つくば市竹園 1 丁目 10-1 

構造・規模 鉄筋コンクリート造 地上 4 階地下 1 階 

敷地・延べ床面積 9090 ㎡・9130 ㎡ 

開館日 1996 年 8 月 

 

（２）管理運営上の方針について 

つくばカピオの管理運営については、「市民に文化活動，スポーツ活動等による

交流の場を提供し、豊かな市民生活の形成に寄与する」という、館の設置目的に基

づき遂行するもので、公の施設として市民に対して公平・公正な利用機会を確保

し、指定管理業務を適正に運用していくことを基本とする。 

施設の管理にあたっては、各種法令、条例等に基づくコンプライアンスの徹底は

もとより、市民の安全・安心な利用を図るため、日常的、定期的な施設点検等を厳

正に実施する。あわせて、施設や設備の老朽化、自然災害等による破損、不具合等

の未然防止につとめるとともに、これらの修繕や改修工事等については、つくば市

との緊密な連携のもと進めていく。 

また、質の高いサービスを提供していくため、‟お客様の声”に十分耳を傾けな

がら、利便性の向上につながるサービスを、職員一人ひとりが積極的に取り組むこ

とで、さらなる満足度、利用率の向上につなげていく。 

なお、アフターコロナにおける施設運営にあたっては、つくば市の施設利用ガイ

ドライン等に基づく感染防止対策を引き続き徹底し，安全・安心な利用環境の提供

につとめる。あわせて、起こりうる危機やそれに伴うリスクを徹底的に想定しなが

ら、危機管理体制をより強化していく。 

  

（３）安全・安心面での取り組み 

取り組み方針 達成指標 

①点検の取組み 

未然防止策を講じることにより事

故等のリスク軽減を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇法定点検及び検査、報告等を実施する。 

〇巡視点検（1 日 4 回） 

施設の巡回を行い、火気及び消防設備

動作障害、不審者及び不審物の早期発

見に努める。 

〇設備点検（毎日） 

機械設備の監視を行い、機械設備の不

具合を早期に発見するとともに機能保

全に努める。 
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②緊急時の対応 

火災や自然災害、事故等に備えた

運営体制の強化を図る。 

 

 

 

 

 

③人材育成や職員の研修等の取組み 

施設の管理運営を適正に行うた

め、職員のさらなる能力・資質の

向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

④新型コロナウィルス感染予防対策

の実施 

〇建物点検(毎月 1 回) 

施設の巡回を行い、ドアや階段手すり

等の現状確認をする。 

 

 

〇事前打合せ（随時） 

利用者に対し緊急時の順守事項等の確

認、指導を行い、安全な施設運営を図

る。 

〇消防計画に基づき自衛消防隊を組織

し、防火防災訓練を年 2 回実施する。 

 

 

〇設備取扱研修 1 回実施する。 

〇公立文化施設協議会の研修を年 2 から

3 回実施する。 

〇定期研修として応急救命法や接遇、防

犯等の研修を年 1 回実施する。 

〇定例会議として毎月 1 回実施し職員の

対応を統一させ、催事情報を共有し円

滑な運営を図る。 

 

 

〇施設入館時の検温実施及び、マスク着

用の徹底をする。 

〇施設内各箇所に手指用消毒液の設置を

する。 

〇光触媒コーティング未施工箇所・備品

について，利用後の消毒を適宜実施す

る。 

〇感染防止対策や利用ガイドライン等施

設情報をホームページで逐次提供す

る。 
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（４）サービス向上面での取り組み 

取り組み方針 達成指標 

① 利用者アンケートの実施 

施設を快適に利用していただくた

めに、利用者に対して以下の設問

を用意し、内容を分析し、今後の

管理運営上の参考としていく。 

・施設の管理は行き届いているか。 

・施設は利用しやすいか。 

・職員の対応はどうか。 

「満足・やや満足・ふつう・やや不

満・不満」 

・その他のご意見や要望など 

 

 

② 情報発信事業 

施設の情報を迅速、見やすく発信

することで、利便性を高め施設の

活性化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 総合的にサービス向上を図り、

利用者及び利用率の拡大に努める。 

 

〇施設管理について満足度(満足・やや満

足を合わせて)前年度以上を目標とす

る。 

〇施設の利用しやすさ満足度(満足・やや

満足を合わせて)90％以上を目標とす

る。 

〇職員の対応：満足度(満足・やや満足を

合わせて)前年度以上を目標とする。 

〇意見・要望の掌握し、出来るものから

速やかに対応をする。 

 

 

 

〇財団広報誌に施設案内やイベント情報

を掲載。 

〇財団ホームページに施設情報として、

催事案内、チケット販売情報、施設予

約状況等を掲載し、常に最新情報を提

供する。 

〇つくばセンター地区活性化協議会及び

筑波研究学園都市交流協議会の会員と

して、イベント等に参加し、地域活性

化とともに館の PR を行う。 

 

 

〇利便性向上のための各種サービスを実

施。 

・各種チケットの受託販売 

・施設利用者向けコピー・ＦＡＸサー

ビス 

・附属設備以外の備品の貸出。（プロジ

ェクター・案内用スタンド） 

〇施設理解，親近感醸成のため、バック

ステージツアー等の自主事業を実施す

る。 
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【収益事業】 

１．公益目的外施

設管理運営事

業 

（１）公益目的外施設貸与  

 指定管理者として管理運営するノバホール及びつくばカピオの有効利用を図

るため、民間団体・法人などが公益目的以外に利用する公演や展示会に施設を貸

与する。 

 

（２）市民講座事業 

 ノバホール及びつくばカピオを会場とした、文化芸術の振興に関連した講座、

教室等を有料で実施する。 
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令和５年度  

つくば市文化芸術振興事業一覧 

  

10 月 10 日 

 
 

分 類 No. 対象 事  業  名 日 程 会 場 内  容 備考 

つ
く
ば
市
文
化
芸
術
振
興
事
業
（
鑑
賞
型
） 

主
催 

 

音
楽 

1 
中
高
生 

一
般 

ぱんだウインドオー

ケストラ with ス

ペシャル吹部 

2 月 ノバホール 

〈ぱんだウインドオーケストラ〉は茨城県出身

のサックス奏者・上野浩平を中心とした吹奏楽

団。公募による中高生への楽器講習、合同演奏

を交えた公演会を予定する。 

  

音
楽 

2 
一
般 

神津善行プロデュー

ス・コンサート 
未定 ノバホール 

作曲家・神津善行の企画･構成によるトーク＆コ

ンサートで、これまでもジャズやタンゴ、シャ

ンソンで好評を博す。内容は未定だが、幅広い

ポピュラー音楽から選りすぐって紹介予定。 

  

共
催 

音
楽 

3 
親
子 

子
ど
も 

ピアニカの魔術師 4/23 
市民ホール 

とよさと 

ピアニカの魔術師ことミッチュリーを中心とし

た 5 人組による親子向け参加型音楽鑑賞会。年

間 220 回以上の公演で培われた音楽は、世代を

問わず幅広い層に愛されている。 

  

音
楽 

4 
親
子 

子
ど
も 

「ピアノの森」  

ピアノコンサート 
8/20 ノバホール 

ショパン・コンクールに挑む若者たちの青春群

像を描いた人気アニメ『ピアノの森』。ピアノを

担当した高木竜馬が、劇中シーンを振り返りな

がらショパンやリストの名曲を演奏する。 

 

舞
踊 

5 
親
子 

キエフ・クラシック

バレエ「三大バレエ

名場面」 

9/24 ノバホール 

令和 4 年度、国難の中、来日公演を成功裏に終

わらせたキエフ・クラシックバレエ。つくばで

の「白鳥の湖」も過去にない反響で、これに応

えて再度カンパニーを招へいする。 

  

音
楽 

6 一
般 

古澤巖 ヴァイオリ

ン・リサイタル 
10/8 ノバホール 

古澤巌は日本を代表するヴァイオリニスト。令

和 3、4 年度は「品川カルテッド」として出演し

たが、今回はリサイタルを予定。古典と現代曲

を盛り込んだプログラムを予定。 

 

音
楽 

7 一
般 

ローマ・イタリア管

弦楽団 
11/26 ノバホール 

ローマ生粋のオーケストラ、ローマ・イタリア

管弦楽団。オードリー・ヘップバーン主演の

「ローマの休日」の全編上映とともに、贅沢な

生演奏による映画音楽を堪能する。 

 

講
演
・
音
楽 

8 一
般 

ＫＥＫ コンサート 12/3 ノバホール 

科学と芸術（音楽）に共通する創造性をキーワ

ードに行うレクチャー＆クラシックコンサー

ト。長年 KEK との連携事業として行う、つくば

ならではのオリジナル企画(入場無料) 

 

音
楽 

9 一
般 

昭和歌謡コンサート

木山裕策と歌声カル

テット 

12/10 
つくばカピオ 

ホール 

家族を想う名曲『home』(紅白歌合戦出場曲)で

知られる木山裕策が、声楽家・ヴァイオリン・

ピアノの「歌声カルテット」と共に、誰もが口

ずさむ懐かしの名曲を届ける。 

 

音
楽 

10 一
般 

T―BOLAN 森友嵐士 

アコースティック・

ライブ 

未定 
つくばカピオ

ホール 

90 年代「離したくない」、「Bye For Now」など

のヒット曲を多数持つロックバンド T―BOLAN

のボーカル森友嵐士によるアコースティックラ

イブ。 

 

音
楽 

11 一
般 

八神純子 

live コンサート 
未定 ノバホール 

2022 年、米国「女性ソングライターの殿堂」に

日本人女性シンガーとして初めて選出された八

神純子。ノバのステージでは、彼女のパワフル

な歌声と色あせない名曲の数々を披露。 
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分 類 No. 対象 事  業  名 日 程 会 場 内  容 備考 

〃
（
参
加
・
体
験
型
） 

主
催 

音
楽 

1 一
般 

小倉良の All that 

music! フェス In 

NOVAHALL 

未定 ノバホール 

これまで、6 年にわたり実施してきた作曲家・

小倉良がプロデュース＆ナビゲートする音楽

講座を、拡大・発展させ、複数のゲストを招

くフェス形式で、ノバホールで実施する。 

  

音
楽 

2 一
般 

第１６回つくばで第

九 
12/29 ノバホール 

年末恒例のベートーヴェン第九公演。公募に

よる市民合唱団を編成し、半年の練習を経

て、ソリスト、オーケストラとともに、年末

の本番公演に臨む。 

  

音
楽 

3 
中
高
生 

ぱんだウインドオー

ケストラ 吹奏楽ワ

ークショップ 

２月 
市内中学校 

ノバホール 

市内外の中高生を対象（公募）にした参加亭兼

企画。〈ぱんだウインドオーケストラ〉メンバ

ーを講師に迎え、課題曲をワークショップ形式

で行う。 

 

〃
（
美
術
事
業
） 

共
催 

美
術 

1 
子
ど
も 

夏休みアート・デイ

キャンプ＆アートた

んけん隊 

7 月 

8 月 

筑波大学 

つくば美術館 

筑波大学との連携共催事業として、夏休み期

間に実施（２日間）。小中高生を対象に（公

募）大学構内において写生会を開き、後日、

優秀作品の表彰、全作品の展示を行う。 

  


